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「教育と生成 AI大研修会 2026」に参加してきました！ 

先日、ロイロノート主催の「教育と生成 AI 大研修会 2026」in 仙台に参加してき

ました。生成 AI についてから、具体的な実践例までを紹介していただき、大変実り

のある研修会でした。たくさんの情報があったので、ここでは、特に！というところ

だけ紹介します。実践を紹介したものやメモなどを回覧しますので、詳しくはそちら

をご覧ください。 

 

【基調講演より】 

 安藤明伸先生（広島工業大学） 

 ・生成 AI に丸投げではなく、生成 AI との対話や生成 AI を使った探究、修正・指

示として活用したい。 

 ・使うことが目的になってはいけない。どんな目的で使うかが重要となってくる。 

 ・ハルシネーション（人工知能が事実とは異なる情報をもっともらしい嘘として自

信満々に生成してしまう現象）に気を付ける。 

 ・メディアリテラシーが学習の基盤になる。 

 

 鈴木秀樹先生（東京学芸大学附属小金井小学校） 

 ・生成 AI を使う理由①人口減少  

②児童の多様性を包摂（一つの事柄をより大きな範囲の事柄 

の中にとりこむこと）する必要性  

③迷った時のパートナー 

 ・児童に生成 AI に頼れば何とかなると思わせることは間違い。 

 ・アメリカの雑誌より ①AI の存在を前提に入力したものを再検討する。 

            ②人間同士の対話での経験を中心におく。 

            ③変わり続ける仕組みをつくる。 

 ・生成 AI があるからこそできる経験は何かを考える。 

 

【分科会より】 

 先生が授業で使う生成 AI 

 生徒が使う生成 AI 

 特別支援×生成 AI 

 校務全般×生成 AI 

 

【パネルディスカッションより】 

 ・何のために使うのか、教師の意図が重要→授業設計へ 

 ・やみくもに使わない、使う必要性を考える。 

 ・人間の力で試してみて一度失敗を味わう。失敗から学ぶことが多い。「こういう

失敗したんだけど、どうすればいい？」と生成 AI に投げかける。 

 

【ロイロノートより】 

 ・提出箱×生成 AI→要約・分析・分類ができる。名前を非表示にして、スクリーン

ショットしたものを生成 AI に読み込ませる。 

 ・テストカード×生成 AI→生成 AI に自動作成してもらったものをテストカードに

貼り付ける。 
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